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極東ロシアにおける日本人社会の生成と発展

【極東ロシアに渡った日本人の特徴】
⑴長崎、熊本、佐賀出身者が多い
⑵商業、サービス業、「性産業」従事者が多い

【歴史】
幕末開国直後 極東ロシア地域への日本人の出稼ぎ始まる

1891年（明治24） 日本郵船会社によるウラジオストクー敦賀直行航路開設

 シベリア鉄道着工

 →日本人出稼ぎ者増加

1904年（明治37） 日露戦争→日本人引揚げ

1905年（明治38） 日露戦争終結→日本人出稼ぎ者増加

1917年（大正6） ロシア革命

1918年（大正7） シベリア出兵

極東ロシアの日本人の総数約7,000人

（ウラジオストクは約6,000人）

1922年（大正11）  シベリア撤兵→日本人のほとんどが引揚げ

1930年代 スターリン粛清→極東ロシアにおける日本人社会の消滅



起工式（大正4年） 対面所完成（大正5年）

浦潮本願寺（浄土真宗本願寺派）

1886年（明治19）～1938年（昭和13）

日本人居留民の「心の拠り所」



1866年（慶応2）三重県四日市市法泉寺（浄土真宗本願寺派）生まれ（幼名猛麿）

1893年（明治26）得度 「覚眠」と改名（28歳）

1900年（明治33）東京外国語学校（現東京外国語大学）露語別科在籍

1903年（明治36）西本願寺の命を受けシベリア開教使としてウラジオストクへ

1904年（明治37）日露戦争、シベリア残留邦人救出（39歳）

1905年（明治38）従軍布教

1917年（大正6）ロシア革命

1918年（大正7）シベリア出兵、従軍布教監督

1931年（昭和6）日本に帰国

1936年（昭和11）モンゴルへ

1944年（昭和19）モンゴル内蒙古集寧集寧寺で客死（79歳）

おおた     かくみん

 太田 覚眠（1866-1944）



1904年（明治37）1月時点でのシベリア

及び中国東北（満洲北部）の在留邦
人数（川上俊彦の報告による）

ウラジオストク 3,000名
ニコリスク 600名
ハバロフスク 250名
二コラエフスク 300名
ブラゴヴェシチェンスク 230名
チタ 40名
イルクーツク 30名
スレチェンスク 30名
その他各地 500名
北満洲及び東清鉄道沿線 1,500名

合計 6,480名

ウラジオストク 50名
ニコリスク 4名
ノヴォキエフスキー 43名
フンチュン 4名

ブラゴヴェシチェンスク
245名
ゼーヤ 40名
二コラエフスク 258名
スレチェンスク 17名
ネルチンスク 12名
チタ 17名
ウェルフネウジンスク 2名
イルクーツク 25名

日露開戦後シベリア及び満洲北部の残留

邦人数（川上俊彦の報告による）

キャフタ 1名
トムスク 5名
ポグラニーチュナヤ 10名
ムーリン 1名
ハンタヘーザ 4名
イメンボ 10名
ハルビン 不詳
ジャラントン 15名
チチハル 30名
ブフタ 20名
ハイラル 52名
タイマゴウ 21名
その他各地 100名

合計986名



かわかみ としつね

   川上 俊彦（1862-1935）

1862年（文久元） 新潟県村上市生まれ

1884年（明治17）東京外国語学校ロシア語学科卒業、外務省入省

1900年（明治33）ウラジオストク貿易事務官

1904年（明治37）日露戦争、シベリア在留邦人引揚指揮

1905年（明治38）水師営の会見で乃木希典とステッセルの通訳

1907年（明治40）ハルビン総領事

1909年（明治42）伊藤博文暗殺される、随員の川上も負傷

1926年（大正15）北樺太鉱業会長

1929年（昭和4）日魯漁業社長

1935年（昭和10）死去





太田覚眠がシベリア残留を決意する場面



太田覚眠が辿った経路（明治37年2月12日～12月6日）



太田覚眠とともに帰国した日本人

太田覚眠とともに帰国した日本人の在留地別内訳
（『新愛知新聞』明治37年12月9日）

二コラエフスク 277名
ブラゴヴェシチェンスク 225名
ゼーヤ 54名
ハバロフスク及び満洲各地 196名
サハリンで拿捕された帆走船の乗組員 63名

合計815名



二コラエフスク居留民の構成

二コラエフスク居留民の特徴

⑴全体に占める九州出身者の割合が高い

⑵九州出身者に占める女性の割合が圧倒的に高い

→居留民の大部分は「娼婦」であったと考えられる



ブラゴヴェシチェンスク居留民の構成 ブラゴヴェシチェンスク娼家

ブラゴベシチェンスク娼家「酌婦」

⑴長崎、熊本出身者が多い

⑵最も若い「酌婦」は15歳



太田覚眠がシベリア残留邦人帰国実現のために果たした役割

⑴日本人居留民の精神的支柱としての役割

・説教、講話（「慰問」）

・児童のための識字教育

・青年のための夜学会

・風紀取締り

・「ペルミ日本人会」、「帰朝同胞協会」組織

・天長節などの行事挙行

・死者の弔い（法名授与「貞眠」、「良眠」など）

⑵交渉役としての役割

・日本語文書作成能力

・ロシア語文書作成能力

・国際法やロシア国内法に対する知識

・交渉力（日・米・露・独の官僚との帰国交

渉、資金援助依頼）



鹿児島新聞（南日本新聞の前身、鹿児島県立図書館蔵）

「献身的宗教家 露領より帰朝せる太田覚眠氏の談」

（一）明治37年12月13日

（二）明治37年12月14日

（三）明治37年12月16日

（四）明治37年12月17日

（五）明治37年12月18日

明治37年、鹿児島新聞発行部数1万部突破
※南日本新聞社編『南日本新聞の百二十年』（2001年）

明治38年、鹿児島県人口約120万人、世帯数約21万戸
※原口泉等『鹿児島県の近現代』（山川出版社、2015年）



吉田彌平編『中學國文教科書』巻２
（光風館書店、明治39年～大正7年）

光風館編輯所編『中學國文教科書教授備考』
巻２（光風館書店、昭和10年）

教科書から消えたのは
いつか？

⑴昭和10年代
いわゆる「軍国主義」思想に
反する

⑵敗戦後
GHQによる教科書統制

1904年（明治37）2月13日付け太田覚眠より日本内地某氏宛て書簡
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